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Photo Caption: グレン・ウィーラー博士と彼の盲導犬ヒルダ（左から2番目）は、ライオンズが設立した盲導犬施設の最初の卒業生でした。
グレン・ウィーラー博士を米国で唯一の盲導犬学校に入れる試みが失敗に終わると、デトロイト・アップタウン・ライオンズクラブのチャールズ A. ナッティング、ドナルド P.シューア、S.A. ドッジは自分たちで何とかすることにしました。視力を失った仲間のライオンがニュージャージーの学校に通って盲導犬とペアを組めないとしたら、彼のために訓練施設と犬のパートナーが必要です。

犬は数世紀にわたって盲人を助けてきましたが、現代的な犬の訓練方法が生まれたのはドイツでのことでした。第一次世界大戦から何千人もの兵士が、毒ガスで視力を失って帰ってきたためです。訓練技術は他の国々に広まり、こうした貴重な犬の必要性が高まっていた米国にも伝わりました。目の見えない人々は十分に訓練された盲導犬に指示することで、ますます忙しくなる世界を歩きやすくなります。犬は近づいてくる人や車から食料品店の通路にある障害物に至るまで、主人にあらゆるものを警告できます。

自分たちの友人と、彼と同じような人々を助けるため、ナッティング、シューア、ドッジは所属クラブの先頭に立って近隣に盲導犬訓練学校を設立しました。1938年の秋、最初のプログラムを4組の生徒と犬が卒業し、そこにはウィーラー博士と犬のヒルダが含まれていました。この新事業の名称を決めるため、デトロイト地域の3つのクラブがライオンズの全組織を対象にコンテストを行い、イリノイ州のコールタービル・ライオンズクラブの応募した「ライオンズ・リーダー」が選ばれました。
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1939年4月4日、彼らはライオンズ・リーダードッグ財団を非営利組織として法人化し、経営のためミシガン州ロチェスターヒルズに小さな農家を借りて、その最初の正規クラスを1チームUS$600の費用で卒業させました。一年後、学校の名称から「ライオンズ」の冠が外されましたが、それはこの事業がライオンズクラブ国際協会の公認プログラムではなかったことと、財団が献金者基盤の拡大を望んだことによります。

今日「リーダードッグズ・フォー・ザ・ブラインド」として知られるこの学校は、開校以来14,500頭余りの盲導犬を卒業させています。しかし、後世に残した影響ははるかに大きく、初期の介助犬学校の一つとして介助犬という概念を世に広め、訓練プログラムへのライオンズの支援活動の皮切りとなりました。20世紀半ばまでに、ライオンズは米国、イタリア、フランス、ドイツで盲導犬学校を援助するようになっています。

学校の訓練方法は年月とともに変化し、プログラムは聴覚障害、糖尿病、その他の健康問題を抱えた人々を助けるものへと拡大されてきましたが、その目的は変わりません。施設は利益を生むためではなく、支援を提供するために存在します。かつては受講者が最高US$150の負担を課されたこともありましたが、1958年からは無料化されました。訓練期間には宿舎と輸送手段の提供も受けられます。今日1頭の犬を訓練するには平均US$37,000が必要ですが、ライオンズクラブと他の個人献金者や組織がすべての資金を賄っています。

一人の男性を助けようとして生まれたアイディアは、多くの人々を支援する取り組みへと変わっていきました。今ではカナダ、フランス、イタリア、日本、ノルウェー、南アフリカ、米国の訓練学校を支援することで、ライオンズは何千人もの視覚障害者が新たに自立し、多くは彼らにとっての新しい親友に会えるよう手を貸しているのです。
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